
271

あとがき

　
　
　
あ
と
が
き

　
二
〇
二
一
年
七
月
、
田
中
史
生
氏
を
講
師
に
招
き
「『
日
本
書
紀
』
と
「
帰
化
」」
の
講
演
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
同
年
十

二
月
に
は
眞
保
昌
弘
氏
に
よ
る
「
那
須
国
造
碑
と
地
域
支
配
の
動
向
」
と
山
口
耕
一
氏
の
「
古
代
下
野
に
お
け
る
渡
来
文
化
」
に
関
す
る

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
二
つ
の
講
演
会
と
、
新
た
に
各
方
面
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
論
稿
を
加
え
、
新

羅
郡
と
高
麗
郡
の
成
立
の
問
題
や
、
日
本
と
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
時
期
と
比
較
的
良
好
な
時
期
の
問
題
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
関
連
す
る
論
文
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
「
あ
と
が
き
」
と
し
ま
す
。

　
田
中
論
文
は
、
主
に
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
新
羅
人
の
渡
来
の
動
向
や
傾
向
を
整
理
し
、
そ
の
特
徴
や
実
態
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
記
事
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る
も
の
の
、
新
羅
関
係
の
記
事
が
百

済
や
高
句
麗
に
比
べ
て
少
な
い
の
は
、
中
央
で
の
活
躍
の
場
が
限
定
さ
れ
、
新
羅
出
自
を
軸
に
氏
族
を
形
成
し
維
持
す
る
環
境
が
影
響
し

て
い
た
と
想
定
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
天
武
朝
以
降
に
な
る
と
新
羅
人
の
「
漂
着
」「
帰
化
」
の
記
事
が
一
気
に
増
加
す
る
と
い
う
。
こ
れ

は
、
百
済
滅
亡
後
、
亡
命
百
済
人
の
定
着
を
は
か
っ
た
天
武
の
時
代
に
「
帰
化
」
の
枠
組
み
が
成
立
し
、
天
武
・
持
統
朝
に
は
筑
紫
大
宰

で
渡
来
人
を
把
握
し
、
安
置
す
る
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
う
し
て
「
蕃
客
」
と
と
も
に
「
帰
化
」
の
存

続
自
体
が
天
皇
支
配
の
正
統
性
を
示
す
重
要
な
要
素
に
な
る
と
、
新
羅
の
渡
来
が
広
く
留
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
武
期
以
降
の
『
日
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本
書
紀
』
に
「
帰
化
」
や
「
漂
着
」「
流
着
」
記
事
が
増
加
す
る
と
い
う
。
八
世
紀
以
降
も
流
来
者
は
断
続
的
に
発
生
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
大
宝
三
年（
七
〇
三
）五
月
の
流
来
新
羅
人
を
新
羅
使
に
付
し
て
帰
国
さ
せ
て
以
降
、
宝
亀
五
年（
七
七
四
）ま
で
、「
流
来
新
羅

人
」
の
存
在
自
体
が
み
ら
れ
な
く
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
藤
原
仲
麻
呂
政
権
下
の
天
平
宝
字
二
年（
七
五
八
）八
月
に
は
、「
帰
化
新
羅
僧
二
十
二
人
、
尼
二
人
、
男
十
九
人
、
女
二

十
一
人
を
武
蔵
国
の
閑
地
に
移
し
て
、
始
め
て
新
羅
郡
を
置
く
」
と
い
う
記
事
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
移
配
の
背
景
に
新
羅
で
の
天
候
異

変
を
要
因
と
す
る
飢
饉
・
疫
病
の
深
刻
な
蔓
延
が
あ
り
、
新
羅
人
の
渡
来
者
が
後
を
絶
た
な
い
状
態
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
み
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
が
、
北
部
九
州
で
の
新
羅
人
の
滞
留
数
の
増
加
を
招
き
、
対
新
羅
関
係
が
悪
化
す
る
な
か
、
そ
う
し
た
人
々
の
本
国
へ

の
放
却
と
東
国
移
配
を
一
気
に
進
め
た
と
説
く
。
新
羅
郡
の
設
置
は
、
多
数
の
新
羅
僧
の
「
帰
化
」
を
強
調
す
る
こ
と
で
日
本
の
新
羅
に

対
す
る
文
明
的
優
位
性
を
示
す
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
荒
井
論
文
は
、
天
平
宝
字
二
年
、
同
四
年
の
新
羅
郡
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
『
続
日
本
紀
』
と
、
そ
れ

以
前
か
ら
汎
用
さ
れ
て
い
る
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
続
日
本
紀
』
の
文
言
を
建
郡
の
観
点
か
ら
比
較
検
討
を
行
っ
た
も
の
。
こ
の
中

で
新
羅
建
郡
記
事
の
末
尾
に
あ
る
「
於
是
始
置
新
羅
郡
焉
」
は
、『
続
日
本
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
延
暦
年
間
の
『
続
日
本
紀
』
編
者
の
見

解
で
あ
り
、
天
平
宝
字
二
年
の
文
書
、
す
な
わ
ち
、『
続
日
本
紀
』
編
纂
時
に
用
い
ら
れ
た
原
資
料
に
は
「
於
是
始
置
新
羅
郡
焉
」
は
な

か
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
渡
来
人
に
対
し
て
は
、「
戸
令
十
六
没
落
外
蕃
条
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
活
を
促
進
・
補
助
す
る
の

が
本
来
で
あ
る
が
、
新
羅
建
郡
時
の
新
羅
人
に
は
、「
賦
田
受
稟
」
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
想
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
新
羅
郡
内
で

の
考
古
学
的
成
果
も
検
討
し
、
新
羅
郡
の
成
立
を
天
平
宝
字
二
年
と
す
る
の
は
、『
続
日
本
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
延
暦
期
の
認
識
で
あ
り
、

天
平
宝
字
二
年
の
時
点
で
は
、
武
蔵
国
内
の
閑
地
に
新
羅
人
を
移
配
し
た
の
み
で
あ
り
、
郡
と
し
て
の
実
態
は
な
か
っ
た
と
重
要
な
指
摘

を
す
る
。

　
ま
た
、
武
蔵
国
分
寺
出
土
の
文
字
瓦
に
新
羅
郡
を
標
記
し
た
文
字
瓦
が
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
新
羅
郡
が
成
立
す
る
天
平
宝
字
二
年
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（
七
五
八
）以
前
に
、
武
蔵
国
分
寺
の
主
要
建
物
は
完
成
し
て
い
た
と
す
る
宮
崎
糺
氏
の
主
張
以
来
、
宮
崎
説
を
支
持
す
る
考
え
は
比
較
的

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
天
平
宝
字
二
年
に
新
羅
郡
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
渡
来
人
が
帰
化
す
る
と
「
賦
役
令
十
五
没
落
外
蕃

条
」
に
よ
り
、
十
年
間
の
課
役
免
除
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
荒
井
氏
の
指
摘
か
ら
は
、
天
平
宝
字
二
年
以
前
に
お
け
る
武
蔵
国
分
寺
の
完

成
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
私
も
以
前
か
ら
新
羅
郡
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
は
、
創
建
期
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
以
後
の
道
鏡
政
権
時

に
お
け
る
天
平
神
護
二
年（
七
六
六
）八
月
十
八
日
付
け
太
政
官
符
に
と
も
な
う
武
蔵
国
分
寺
七
重
塔
の
修
理
に
関
す
る
文
字
瓦
や
、
承
和

十
二
年（
八
四
五
）の
塔
再
建
に
と
も
な
う
荒
久
・
八
坂
前
窯
跡
か
ら
も
十
八
郡
の
文
字
瓦
は
出
土
す
る
が
、
新
羅
郡
の
文
字
瓦
は
検
出
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
十
年
間
と
定
め
た
賦
役
令
の
規
定
よ
り
も
、
仮
想
敵
国
民
で
あ
る
新
羅
人
を
閑
地

に
隔
離
し
た
形
で
成
立
し
た
新
羅
郡
が
も
つ
性
格
の
方
が
、
国
家
政
策
に
関
与
す
る
こ
と
を
避
け
た
理
由
と
し
て
は
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
一
方
、
日
本
と
新
羅
と
の
関
係
が
比
較
的
良
好
な
時
期
の
論
文
と
し
て
、
那
須
国
造
碑
を
論
じ
た
眞
保
氏
と
新
羅
系
土
器
を
論
じ
た
山

口
氏
の
論
が
あ
る
。
那
須
国
造
碑
は
、
国
造
・
評
督
を
歴
任
し
た
那
須
直
葦
提
が
庚
子
年（
七
〇
〇
）に
死
去
し
、
意
斯
麻
呂
等
に
よ
り
建

立
さ
れ
た
墓
碑
で
あ
る
。
新
羅
に
系
譜
が
求
め
ら
れ
る
蓋
首
形
態
の
こ
の
墓
碑
に
は
、
唐（
周
）・
新
羅
の
年
号
で
あ
る
「
永
昌
」
が
用
い

ら
れ
、
仏
教
や
儒
教
思
想
を
含
む
文
体
に
は
、
高
度
な
知
識
を
有
す
る
新
羅
人
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
下
野
国
に
お
け
る
新
羅
人
の
移
配
記
事
は
、
持
統
元
年（
六
八
七
）、
同
三
年（
六
八
九
）、
同
四
年（
六
九
〇
）の
短
い
時
期
に
集
中
す
る
。

こ
の
う
ち
碑
文
に
あ
る
「
永
昌
」
の
年
号
を
新
羅
国
内
で
知
り
え
た
の
は
、
持
統
四
年
二
月
に
帰
化
し
た
新
羅
人
の
五
十
人
で
あ
り
、
こ

の
う
ち
十
二
名
を
武
蔵
国
に
、
そ
れ
以
外
の
新
羅
人
を
下
野
国
に
移
配
し
た
と
今
泉
隆
雄
氏
・
眞
保
氏
は
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は

新
羅
の
官
人
や
石
工
な
ど
が
含
ま
れ
、
こ
の
時
の
下
野
国
内
で
の
移
配
先
は
、
初
期
国
府
と
想
定
さ
れ
る
河
内
郡
の
西
下
谷
田
遺
跡
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
那
須
国
造
碑
の
碑
文
は
、
意
斯
麻
呂
等
の
願
い
に
よ
り
、
そ
う
し
た
官
人
の
中
か
ら
文
章
に
優
れ
た
官
人
が
選
ば

れ
、
碑
の
撰
文
に
当
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
意
斯
麻
呂
は
、
那
須
郡
内
で
競
合
す
る
他
氏
族
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
国
造
・
評
督
と
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続
く
譜
代
性
と
新
文
化
の
導
入
を
刻
む
こ
と
で
、
自
ら
の
支
配
の
正
統
性
を
主
張
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
同
じ
時
期
の
下
野
国
南
部
域
で
は
、
河
内
郡
を
中
心
に
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
中
頃
ま
で
の
新
羅
系
土
器
の
出
土
が
七
遺
跡

に
お
よ
び
、
福
岡
・
大
阪
・
奈
良
県
に
次
い
で
四
番
目
に
多
い
と
い
う
。
山
口
氏
は
こ
れ
ら
の
新
羅
関
連
記
事
や
新
羅
系
土
器
の
出
土
に

関
し
、
大
宰
府
に
多
数
滞
留
し
た
新
羅
人
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
淳
仁
天
皇
に
よ
る
天
平
宝
字
三
年（
七
五
九
）の
勅
を
あ
げ
る
が
、
こ

れ
は
新
羅
と
の
関
係
が
悪
化
し
た
時
期
で
の
対
応
策
で
あ
り
、
下
野
国
へ
の
新
羅
人
の
移
配
記
事
や
新
羅
系
土
器
の
中
心
の
年
代
と
は
時

期
が
少
し
ず
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
重
見
泰
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
下
野
国
出
土
の
新
羅
系
土
器
は
、
献
上
品
や
貿
易
用
の
高

級
土
器
で
は
な
く
、
甑
・
椀
・
杯
・
柄
杓
形
土
器
な
ど
の
生
活
必
需
品
が
多
い
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
当
初
か
ら
日
本
へ
の
帰
化
を
覚
悟

で
来
日
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
も
、
彼
ら
の
中
に
新
羅
の
官
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
進
的
な
仏
教
や
儒
教
思
想
、
さ

ら
に
新
た
な
漢
字
文
化
な
ど
を
導
入
す
る
目
的
で
、
日
本
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
政
策
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
那
須
国
造
碑
の
建
立

は
そ
の
副
産
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
背
後
に
、
下
野
国
河
内
郡
に
出
自
を
も
つ
下
毛
野
朝
臣
古
麻
呂
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　「
古
代
渡
来
文
化
研
究
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
の
活
動
と
と
も
に
、
今
後
と
も
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
の
刊
行
に
大

き
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
高
志
書
院
の
濱
久
年
氏
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
令
和
五
年
三
月
吉
日

　
　
　
　
日
本
高
麗
浪
漫
学
会
会
長
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